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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/32     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/32    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月23日(2013.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ＥＤＴＡと共にシュウ酸を含む混合緩衝液を加えて希釈されたサンプルと、合成
的に製造された遺伝子構築物から得られ、酸化型補因子を還元することによりγ－ヒドロ
キシ酪酸（ＧＨＢ）をコハク酸セミアルデヒド（ＳＳＡ）へ変換可能な酵素と、をインキ
ュベーションする工程、
　（ｂ）還元型補因子の量を測定する工程、および
　（ｃ）前記還元型補因子の測定量と前記サンプル中のＧＨＢの濃度とを関連づける工程
、を含む、サンプル中のＧＨＢの濃度の決定方法。
【請求項２】
　工程（ａ）における前記酵素がオキシドレダクターゼである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記酵素がＧＨＢデヒドロゲナーゼ、ＳＳＡレダクターゼ、グルクロン酸レダクターゼ
および／またはアルデヒドレダクターゼである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記酸化型補因子がＮＡＤ＋である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記還元型補因子の測定波長が１００ｎｍ～６５０ｎｍである、請求項１～４のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記還元型補因子の測定波長が３４０ｎｍである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記サンプルのインキュベーション温度が２８～５０℃である、請求項１～６のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記サンプルのインキュベーション温度が３７℃である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記インキュベーション時間が１～６０分である、請求項１～８のいずれか１項に記載
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の方法。
【請求項１０】
　前記インキュベーション時間が８分である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応ボリュームのｐＨ値が８～１２である、請求項１～１０のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記ｐＨ値が１０である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）合成的に製造された遺伝子構築物から得られ、ＧＨＢをコハク酸セミアルデヒド
（ＳＳＡ）へ変換可能な酵素、
　（ｂ）酸化型補因子、ならびに
　（ｃ）１～１００ｍＭのシュウ酸、および０．１～１．５ｍＭのＥＤＴＡを含む緩衝液
、
を成分として含むＧＨＢサンプル分析用組成物。
【請求項１４】
　前記酵素がＧＨＢデヒドロゲナーゼである、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記酸化型補因子が０．１～１０ｍＭのＮＡＤ＋である、請求項１３または１４に記載
の組成物。
【請求項１６】
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法を行うのに適したキット。
【請求項１７】
　請求項１３～１５のいずれか１項に記載の組成物を含む、請求項１６に記載のキット。
【請求項１８】
　マイクロタイタープレートにおける用途への請求項１～１２のいずれか１項に記載の方
法の使用。
【請求項１９】
　オートアナライザーにおける用途への請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法の使
用。
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